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《海港と空港の連携》



国際貨物取扱施設の増強状況

（各面積は延床面積を表記）
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国際貨物上屋Ａ棟
（日本航空ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ）
2004年10月 6,190㎡

国際貨物上屋C棟（DHL）
2006年10月 10,100㎡

国際貨物上屋Ｂ棟
（日本通運）

2005年11月 9,437㎡

ＣＫＴＳカーゴビル
（キャセイ関西ターミナルサービス）

2005年8月 6,853㎡

国際貨物上屋Ｄ棟
（日本貨物航空）

2006年10月 6,200㎡

ＪＡＬＫＡＳ第３貨物ターミナル
（日航関西エアカーゴシステム）

2006年9月 2,015㎡

国際貨物上屋Ｅ棟
（郵船航空サービス）

2007年５月末供用予定 約6,230㎡

国際貨物上屋Ｆ棟（阪急交通社）
2007年12月末供用予定 約4,000㎡

生鮮貨物取扱施設（航空集配サービス）
2005年7月 2,366㎡ 2006年6月再拡張+1,154㎡

日本の空港内では最大の低温庫

上屋庇拡張
（ＦｅｄEｘ）

2006年2月 1,036㎡
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【【取組状況取組状況】】 ・関西国際空港の国際貨物施設の着実な増強により、最近3年間で10施設が新築・増築
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当日 翌日 翌々日

関空における深夜貨物便を活用したモデル事業の推進

深夜便を
利用しない場合

５０時間

深夜便を
利用した場合

２８時間

最短
事例

14:0016:00配送

8:0011:00搬出

21:0010:00通関等

20:009:00引取

18:007:00ﾌﾞﾚｰｸﾀﾞｳﾝ

14:003:00航空会社搬入

12:501:50上海着

10:400:30関空発

22:0022:00ﾋﾞﾙﾄﾞｱｯﾌﾟ

21:0021:00航空会社搬入

20:3020:30通関等

19:3019:30上屋等搬入

13:0013:00受取

深夜便
不利用

深夜便
使用

（※時間は
現地時間）

※総所要時間が７２時間以内のサンプルの場合

受託～配送・引渡しまで
のリードタイムの短縮

平均２２時間２７分

受託～関空出発まで
のリードタイムの短縮

平均10時間5分

着陸～配送・引渡しまで
のリードタイムの短縮

平均12時間8分

※その他、フライト時間の影響がある。

【【取組状況取組状況】】 ・平成17年11月、関空国際物流効率化推進協議会を設立。深夜貨物便を活用した関空－中国間の
国際物流の円滑化を図る国際物流効率化モデル事業について具体的な検討を行った。

・平成18年8月から、関空－上海間の深夜貨物便3便で開始し、冬期スケジュールから週6便に増便した。

深夜貨物便利用貨物

実態調査

10月11,13,18,20日実施
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※各データは政府認可ベース ●は就航都市 ■は貨物便のみの就航都市

関空における国際線就航状況（２００６年冬期スケジュール）

ヨーロッパヨーロッパ 週４８．５便週４８．５便

中東中東 週１９便週１９便

アジアアジア 週５５１週５５１
うち、中国うち、中国 週２７５便週２７５便

オセアニアオセアニア 週２３便週２３便

ハワイハワイ 週２１便週２１便
グアムグアム 週２１便週２１便

北米北米 週４９．５便週４９．５便

（過去最高！）（過去最高！）

旅客便５６６便、貨物便１６７便の合計７３３便/週（過去最高）

【【取組状況取組状況】】 ・平成18年7月の日中航空交渉で、旅客輸送力2割増、貨物輸送力倍増という内容が合意

・関西国際空港の２００６年冬期スケジュールにおいて、中国路線を中心に過去最高となる週167便が
就航し、国際航空ネットワークのさらなる充実が実現
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